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[はじめに] 

 本課程では Ge 検出器を使用し，距離 1cm・10 cm に置いた標準線源，環境試料の土壌標準物

質，また 2013 年 8 月 1 日に採取されたタバコ畑の土壌サンプルの放射能を測定した． 

[実習 2] ピーク中心解析 

p = h+1/2 ( nh+1 - nh-1/2nh - nh-1 - nh+1 )           …(1) 
(1) の式に従いピークの中心を求めた． 

 
表 1・図 1 線源のγ線エネルギーとピーク中心の関係 

[実習 3] ピーク面積解析 

 ピークの面積はピーク時の計数値を積算し，そこからピーク前後のピークエリアと同じチャネ

ル数のベースライン積算値を引いて求めた．また，求めたピーク面積に測定時間を割ってγ線の

数を算出し，そこから線源から現在出ているγ線の数を計算し割ることで検出効率を求めた． 

    表 2・3 線源 1 cm・10 cm 測定結果 

 

 

 なお，線源から出たγ線の数は，152Eu 標準線源の半減期が 4933 日であり，1983 年 9 月 15

日時点で 49.7kBq であったため， 

I=49.7×(1/2)t/4933の式から 9.655kBq放出されていることがわかり，そのうちの各ピークの放出率

をかけて求めた． 

152Eu線源チャネル エネルギー（keV)
ピーク① 244.2273 121.7824
ピーク② 689.3926 344.2811
ピーク③ 1558.904 778.903
ピーク④ 2817.39 1408.022

y = 0.4999x - 0.3178 
R² = 1 
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1cm 線源測定 ①ピーク ②ピーク ③ピーク ④ピーク
ピーク面積 124232.000 70314.000 15844.000 18558.000
検出したγ線の数 297.064 168.135 37.886 44.376
線源から出たγ線の数 2739.165 2565.372 1252.272 2013.098
検出効率(%) 10.845 6.554 3.025 2.204

10cm 線源測定 ①ピーク ②ピーク ③ピーク ④ピーク
ピーク面積 16155.000 9100.000 2318.000 2533.000
検出したγ線の数 26.756 15.071 3.839 4.195
線源から出たγ線の数 2739.165 2565.372 1252.272 2013.098
検出効率(%) 0.977 0.587 0.307 0.208



図 2 検出効率とエネルギーの関係 
[実習 4] 環境資料の放射能定量 

 土壌標準物質と環境試料のどちらも，この実習では134Csの 2 つのピークと137Csのピークに着

目した．エネルギーとカウント数から，134Csのピークは 1210 チャネルと 1592 チャネル，137Cs

は 1324 チャネルにピークがあることがわかった．まず，標準物質の検出効率を実習 3 と同様に

求めた． 

表 4 標準物質の検出効率 

 本標準物質は大阪大学から配布して頂いたJSAC0471 を使用し，線源から出たγ線の数は 2012

年 2 月 1 日時点で134Cs 85.3Bq・kg-1と137Cs 115.4Bq・kg-1，半減期がそれぞれ 754.28 日と 11020

日という情報をもとに計算した．環境試料中の放射能は標準線源をもとに求め， 

（Countrate）÷（検出効率）÷（γ線放出率） 

の式から環境試料中の放射能が定量できる．（Countrate）は環境試料のピーク中心のカウント数

に計測時間を割った値である． 

表 5 環境試料の放射能 

[感想] 

 今回の若手支援プログラムでは Ge 検出器で線源やサンプルの放射能を測らせて頂きました．

私は，放射能に関する研究をしていますが，放射能を算出して出したことがありませんでした．

今回のプログラムから，放射能の性質や，何を計測しているのか，また誤差がどれほど出やすい

のか実感しました．貴重なデータを扱う以上，サンプルの扱い方も重要になり，どの場所にセッ

トするか，など丁寧に計測する必要性も感じました．二日間ですが，放射能に関する学生として，

貴重な経験をさせて頂いたと思います． 
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標準線源 ピーク面積 検出したγ線の数 線源から出たγ線の数 検出効率(%)
Cs134－1 2653.000 0.048 25.334 0.189
Cs134-2 1924.000 0.035 22.160 0.156
Cs137 9375.000 0.169 90.523 0.187

環境試料 contrate γ線放出率 放射能（Bq）
Cs134－1 0.280 0.976 1.522
Cs134-2 0.188 0.854 1.409
Cs137 0.959 0.851 6.038


